
DS071. 06※このカタログの記載内容は2022年5月現在のものです。　※掲載製品の仕様・デザイン・寸法などは予告なく変更することがあります。

流量比混合方式
標準ガス調製装置

本装置は環境大気自動計測器の自動感度
校正に対応した標準ガス調製装置です。

同時校正機能

コンバータ効率チェック機能（オプション）

■ 仕 様
調製ガス DS-071N： NO, NO2（オプション）, 
  ゼロガス
 DS-071S： SO2, ゼロガス

調製方式 流量比混合方式

希釈率 * 約1/230

原料ガス 容器詰め標準ガス

調製ガス流量 約2L/ 分

再現性 調製ガス濃度の±2％以内

許容周囲温度 0～40℃

DS-071N
DS-071S

標準ガス調製装置 【DS-071N】 は当社の窒素酸化物自動
計測器NA-721に、【DS-071S】は二酸化硫黄自動計測器SA-731に付設して使用します。通常の感度
の確認や校正のほか、同時校正やコンバータ効率チェック（DS-071N・オプション）が可能となります。

スパンガスを試料大気測定シーケンス間に数
十秒以下のサイクルで導入し、欠測することなく
校正を行います。ゼロガスとスパンガスを連続
的に測定・校正することで、気温、気圧、湿度によ
るドリフトを補償し、安定した高精度の測定が可
能です。

窒素酸化物自動計測器NA-721用の【DS-071N】
には、オプションでオゾン発生器を内蔵できま
す。このオゾン発生器を使用してNO2ガスを発
生させ、気相滴定法（GPT）によりコンバータ効
率の確認ができます。
※気相滴定法（GPT）はJISB7953に準拠しています。

（＊）標準外仕様についてはご相談ください。

■ 流路図（DS-071N）

■ 流路図（DS-071S）


